




































































1 9 7 3年 10月
東京都立大学都市研究組職委員会
委員長 千 葉 正 士（法学部）
委員 古屋野 正 伍（人文学部〉
// 石 塚 裕 道（ // 
// 赤 木 須留喜（法学部）
// 泉 義（経済学部）
// 力日 藤 芳太郎（ // 
// 中 野 尊 正（理学部〕
// 半 谷 高 久（ 必少
d’ J 1 名 吉エ門（工学部〉


















第1節 都市研究の方法的要請…一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－ 3 
第2節研究の企画にないて区別すべき 3タイフ・－－－－－－ー 一一一一一一一－6
第5節共同研究の機能的諸要件一一一一一一一一一一一一一一ーベ2







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1章東京の発展と中小企業……....・ H ・....・ H ・－－…・柴田徳衛
1 東京都と中小企業
2 中小工業の将来像




























第 6章 G ・アプラモワスキ「ヨーロッパ都市~~よび市民の歴史の比較


























































































































































































tてたいする販売依存度は約 60 96，それも小規模工場ほど高＜' 1 0～1 9人








































































すべきであろう。 (b）意志の弱い型 ζれにたいしては職場vc::t~l.A て常に発生
する些細を状態を分析し，早期発見，予防注射的考察が必要であろう。 （け希





































































”Kieler Historische Studie n”の第7巻として 19 6 6年K
Stuttgar tで刊行された Gunter Abramowski, Das Ge 
-43一
s chi chtsbi ld Max We be r日， Unive r日algeschichte am 
Lei tfaden des Okzidentalen Rationalisierungsprozesses 
のIT.VergleichendeStrukturanalysen zur Gesohichte der 
。．
europai schen S tよdt und des europaischen Burgertums の
紹介の一部である。 ［'1：論文は MaxWebe rの都市論の批判的要約を目的と









































































































































































































































































































































































































































































































































( 1 9 6 9年）に対して，米国 42 7 ( 1 9 6 8年），自動車保有台数（百万
台）は日本の 15. 4 ( 1 9 6 9年〉に対して，米国 106.2(1968年）で
ある。いうまでも念〈自動車は道路を走るので，道路延長（千km）を比較す
ると，日本の 1,0 0 5 ( 1 9 6 9年）に対して，米国の 5,9 2 9 ( 1 9 6 8年）
である。ととにあげた数字では日本が何れも低い。
さて，とれらの数字を使って一つの試算をしてみよう。道路延長1km当b
自動車台数は日本の 15. 4百万台／1, o a 5千km= 1 5. 3台に対して，米国
は10 6. 2百万台／1,a a 5千km= 1 Z 1台となる。道路幅員を考慮して道
路単位面積当り自動車台数を考えると，日本がはるかK大き左数字に在るであ
ろうととは容易に気付くであろう。道路幅員Kかえて，舗装率（ % ）をみると，
日本の 12. 6 ( 1 9 7 0年）に対して，米国は43. 6である。国土面積1Km2 
当りの自動車台数を比べると，日本の 41. 6台に対して米国は 11. 3台にすぎ





























































る。関東大震災の時，江東地区の延焼火点は 1K叩2vc 0. 5～1点程度であった。
ーももー
木造家屋の倒壊率，出火率，延焼率からみても 1Km2 K数点も延焼火点を想定
するととは困難であり， 1点～ 0.5点程度でしか友い。 23区51 7K官12につ














































日本の年平均降水量は 17 D D mm程度であるから，年総降水量は60 0 0 















































番 指 標 全国 東京23区 四国 九州 新潟 北海道号
① 人口 千人 103, 720 8, 841 3, 904 12, 072 2, 361 5, 184 
2 面積 K机2 370, 073 577 18, 778 42,016 12 577 78 513 
3 人口密度 1/2 人／ザ 280 15, 300 208 287 188 66 
④ 人口当タ面積 2/1 m2／人 3,568 65 4, 810 3, 481 5, 369 15, 145 
⑤ 空間ゆとり距離 m 5呪6 8, 1 6呪4 59 73 123, 1 
⑥ 出地人口 万人 ca 2,000 。ca 150 ca 370 。a 43,5 ca 80 
⑦ 山地面積 K叩2 282, 992 。17, 480 31, 970 ヌ433 56, 671 
⑧ 山地率 7/2 % 76 。 88 76 75 71 
⑨ 山地人口密度 6/7 人/Km2 71 。ca 86 ca 116 46 14 
⑪ 人口当b山地面積 7/1 mγ人 2, 728 。 4, 477 2, 648 3, 996 10, 932 
⑪ 平地人口 万人 ca 8, 372 884, 1 240 ca 837 192. 6 ca 430 
⑫ 平地面積 K悦2 86, 773 577 2 287 10, 148 3, 144 23, 063 
⑬ 平地率 % 24 100 12 24 25 29 
⑭ 平地人口密度 人/K机2 ca 966 15,300 1, 049 825 613 186 
⑮ 平地人口 1人当b平地面積 m2/人 1, 036 65 953 1 212 1, 632 5, 363 














Dense I y Pop u I at ed Di st r i c t （略称DID）を提案した者と
して，国勢調査のたびK私的試算をま？と左ってきた。いまも，日本の人口分布
の歴史的変遷を考えるうえでの基礎資料として有用であると考えている。
表 2の平地とは，台地（ 1 1 % ）と低地（ 1 3 5ぢ）をいう。 24%の平地K

























































































































































































































































































































































































































































指標Kよって行~われている。す左わち，大気中のイオウ酸化物の濃度が 0.0 2 
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